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　過去約30年を振り返ると、高度生殖補助医療の進展には大きく3つの波が押し寄せました。
　第一は1978年に体外受精が始まったということ、第二は1992年に顕微授精（ICSI）が
始まったということ、第三は2006年にガラス化保存法による卵子凍結保存が開始された
ということです。

◎ブラジル初の体外受精を成功させた日系人医師
　ブラジルで初めて体外受精が成功したのは1984年のことです。日系2世の中村ミルトン
（1933-1997）医師の手によるものでした。中村医師は当時世界の不妊治療の最先端技
術を誇っていた慶応大学医学部で学び、帰国後にブラジルの体外受精の幕を開けること
になりました。現在のブラジルの高度生殖補助医療の現場では、中村医師の下で研修を
受けた医師が多く活躍しています。
　体外受精が成功したことによって、それまで卵管障害などを治療するために開腹手術
をしなければならなかった女性の負担が軽減し、妊娠の可能性がより高まりました。

◎顕微授精（ICSI）により男性不妊の問題が大きく解決
　顕微授精（ICSI）が始まったことにより、男性不妊の問題が飛躍的に解決することにな
りました。不妊症は40～45％が男性側の問題であり、不妊治療の現場が大きく前進しま
した。

◎最新の卵子凍結保存法がもたらした大きな希望
　2006年以降、高度生殖補助医療の現場で本格的に導入されるようになった卵子凍結保
存法はガラス化保存法です。この方法により、未受精卵を凍結した後、解凍後の生存率
が98％に高まり、凍結卵子からの体外受精が次々と成功するようになりました。
　それまで薬物治療や放射線治療、若年性更年期や宗教･倫理上の問題から妊娠を断念せ
ざるを得なかった人々に大きな希望をもたらすことになりました。
＊『フェルチクリン』の中野英二医師に解説していただきました。中野医師もブラジル
では中村ミルトン医師の下で研修を受けられました。

過去30年の高度生殖補助医療の歩みについて

ブラジル初の体外受精を
成功させたのは日系人医師だった!!


